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〔原著論文〕

新潟県佐渡沖にて捕獲されたホホジロザメ

矢部英生＊

が初めてのものとなる。しかし，本地域におけるホホ

ジロザメの捕准は今回が初めてのものではなく，毎年

冬期（主に1－2月；今回の捕狸時期は例外的なもの

である）に少なくとも一尾は捕狸されるとのことであ

る（石原正，私信)。

日本近海におけるホホジロザメ捕獲のデーターは事

故に関連したものが主であり（例えば，仲谷， 1992)，

捕狸時期。個体数。深度・体長・性別などの生態に関

する基礎的なデータは-|一分に蓄積されていないのが現

状であると思われる。すなわち，今回の記録はホホジ

ロザメの生態に関する基礎的なデーターを提供すると

ともに， 日本海沿岸地域の上部巾新統一更新統から発

見されるホホジロザメ化石の産出を考察するさいにも

軍要な資料となるであろう（例えば，笹川ほか, 1989i

Karasawa， 1989;矢部・小林, 1994)。

ホホジロザメCaﾉ℃ﾉz"odo7zc"c/Z(z"(zs(Linnaeus,

1758）は，世界中の熱帯，亜熱幣から冷温柵域にかけ

て主に生息し(Compagno,1984), また人食いザメ

としても有名である。この度，新潟県佐渡沖でホホジ

ロザメが捕狸されたので， ここに報告する。

小論にて報告するホホジロザメは， 1995年4月11日，

新潟県両津市味の沖合いに仕掛けられた定置網(水
深50-60m)によって捕狸された(Figl)。その後，

このサメは，佐渡魚市場で佐渡郡佐和、町の㈲石原商

店によって食用として買い取られ，同商店の石原正

氏の御好意によって歯のついた上・下顎軟骨を譲り受

けることができた。筆者と新潟大学大学院自然科学研

究科の長森英明会員が魚市場を訪れた際には，頭部の

みしか確認できなかったが（図版1-1),以下に述

べる歯の形態的特徴から， このサメをホホジロザメ

Cqrc/z(zﾉ℃do"cq｢c/Zaﾉ･i(zs (Linnaeus, 1758) と同定

した。歯の形態的な特徴をは以下のとおりである｡す

なわち1)上顎歯は前歯・中間歯・側歯に，下顎歯は前

歯・側歯にそれぞれ区別される， 2)歯冠の外形は削歯

で鋭角な≦角形，中間歯。側歯でほぼ正三角形からな

る， 3)歯冠の唇側面は平坦で，舌側面はやや膨隆して

いる， 4)少なくとも上顎歯では中心隆起・｢''心溝が発

達しない， 5)両切縁には大きさの不揃いな粗い鋸歯を

備える（図版1-2, 3)。このような歯の特徴は，

BaSset"J. (1975),上野・松島(1979),後藤ほか

(1984）などによるホホジロザメの歯の記載とも矛盾

しない。第1表に今回捕狸されたホホジロザメに関す

るデーターをしめす。

日本海域におけるホホジロザメ捕戦の正式な記録と

しては，北海道古平町，青森県深浦町，兵庫県香住町，

大雑民国釜山が挙げられている (Nakano and

Nakaya, 1987)。一方，新潟近海からは21属42種の收

骨魚類が知られており，そのうちネズミザメ科として

はJSz"令"soZyﾉ･加cﾉ"s,Lam"α“ﾉ"OpZsの2種が挙

げられているのみであり （本間, 1992),本地域にお

けるホホジロザメ捕狸の正式な記録としては，本報告

Fig.1 Thelocalityoflhegreatwhiteshark

fromSado(symbolmark)

HideoYabe :Recentgreatwhileshark,C(zJ℃/z(zmdo"cα『ch"･j(zsfromSado，NiigataPreiEcture,Japan

＊新潟大学大学院自然科学研究科
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表1 SummaryofdataonthegreatwhitesharkhomSado

Name LamnidaeQzｿ℃池mdb"cαγchα""(Linnaeus,1758)

Apr. 11, 1995

200-300mcoastofWaki,RyotsuCity,

NiigataPrefecmre, Japan
Set-net (Teichi-an)Depth: 50-60m
approximately4．2m

unknown(esdmatedweight : 600-800kg)
Male

Nocontents

Date

Locality

Fishinggear

Total length

Totalweight
Sex

Stomachcontents

Dentalfbnnula |A｡2-1｡1 -L｡10
|Ao2-Lol1

Jawswidth 449cm(drystate)

Jawsheight 58.8cm(drystate)
Enamelhcightoflargestupper toom4.2cm(1stupperri2ht tooth)
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Abstract

Onllthl995,abigshark, 4.2mintotal length,

was caught by the set net (Teichi-ami) off

RyotsuCity,NiigataPrefecture, Japall. By the

timeIexaminedthespecimen, themostpartofit

hadbeenremovedwithonlyheadpartremam-

ingltwas identifiedas thegreatwhite shark,

Caｱ℃/Z(zrodoFz c("cﾉZ"i(zS (Linnaeus, 1758) from

1ischaracteristiCfeamresof tBethanddentition.

Although42speciesofthechondrichthyanswere

previouslyreportedoffNiigata, thepresentpaper

has been the first confOrmed record of this

species in thisarea. As thedistributionof the

greatwhitesharkispoorlyknown.thepresent

recordshedssomelightabouttheirecology.
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図版1
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HeadpartofthegreatwhiteSharkBarscale is lOcminlength

(PhotographbyHideakiNAGAMORI)

JawsofthegreatwhiteSharkshownillFig.2.

BarscaleiSlOcminlength

5thupperlefttOothofthegreatwhitcsharkshown inFi9.2.

Barscale is5mminlength
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